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この情報誌は再生紙を使用しています。

アンパス

フランス語で「一歩」の造語。一歩一歩お客様との絆を深め、
ともに環境への理解を深めるという意味を込めました。

（一財）札幌市環境事業公社 情報誌

今号は、北海道胆振東部地震発生時のごみの収集状況と、公社事業として行っている調査研究、WEB サポートサー
ビスの開始についてのお知らせを掲載しています。
本誌に対する皆さんのご意見等がございましたら、ぜひお寄せください。

「アンパス」第 17 号をお届けいたします。

平成31年3月発行

編集・発行／一般財団法人札幌市環境事業公社
	 札幌市中央区北1条東1丁目　サン経成ビル

●本誌に関するご意見、ご要望等
　　電話 219−2053　FAX 219−0882
●事業系一般廃棄物の収集全般に関すること
　　電話 219−5353　FAX 219−0053

http://www.kankyou-sapporo.jp

　当公社では「ID・パスワードを用いたログイン方式による顧客情報サービス（WEB サポー
トサービス）」による「収集実績一覧」の情報提供を開始しました。

【WEB サポートサービスの特徴】
・ID とパスワードによるログイン方式を採用。

・公社ホームページの専用バナーから簡単にアクセス。

・ダウンロード形式は PDF とエクセルの 2 種類から選択。

・エクセル形式を選べば、収集実績一覧を編集すること

  が可能。

　WEB サポートサービスによる年間収集実績のご利用条件は、公社と契約している事業所で
札幌市に「廃棄物減量計画書」を提出する目的であればお申込みが可能です。詳細は電話で
お問い合せください。

第17号
お知らせ ～WEBサポートサービスの開始について～　「年間収集実績の提供」

お問い合わせ先　札幌市環境事業公社業務部　営業課　　☎（011）219-5353

今回号をもって廃刊いたします。
　このたび、当公社の情報誌「un-pas」を今回発行の

第17号をもちまして廃刊いたします。

　「un-pas」のタイトルは、フランス語で「一歩」とい

う意味で、その名の通り、お客様と当公社との間の「掛

け橋」の役割を「一歩・一歩」果たすことで、「信頼」

の礎になることの希望を込めて名付けたものです。

　この情報誌により、廃棄物の分別・リサイクルの推進、

地球環境への貢献など幅広く普及啓発をするとともに、

質の高い事業を展開することの一助となることを期待

し、平成15年から発行して参りました。

　発行開始から 16年間が経過しましたが、SNSなど

インターネットの普及で情報を素早く得ることができる

ようになりましたので、これを機に、郵送による紙面

での情報提供を見直して、より多くの情報を発信する

ために、当公社のホームページを利用して、廃棄物に

関する情報提供を続けていきたいと考えております。

　今後とも地域及び地球の環境保全の担い手としての

強い自覚を持ち、お客様に信頼され、満足していただ

けるサービスを提供していく所存ですので、当公社の

事業に引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

一般財団法人　札幌市環境事業公社

理事長　　浦　屋　　謙
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集
車
の
燃
料
確
保
へ
の
対
応
で
し
た
。

　

ご
み
収
集
車
は
、
通
常
、
収
集
作
業
を
終
え

る
と
、
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て
翌
日
の
収
集
作

業
に
備
え
て
お
り
ま
す
が
、
停
電
の
影
響
で
休

業
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
る
な
か
、
取
引
先

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
協
力
を
得
て
、
な
ん
と

か
優
先
的
に
燃
料
確
保
の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

1
日
収
集
量
が
過
去
最
大

　

本
格
的
な
ご
み
収
集
作
業
の
再
開
は
、
札
幌

市
内
の
電
力
が
概
ね
復
旧
し
た
8
日
か
ら
と
な

り
ま
し
た
が
、
食
品
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

か
ら
停
電
の
影
響
で
販
売
で
き
な
く
な
っ
た
冷

ド
チ
ッ
プ
舗
装
の
施
工
実
績
の
あ
る
事
業
者
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
剪
定
枝
チ
ッ
プ
舗
装
材
の

サ
ン
プ
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
プ
ル
は
、
通
常
チ
ッ
プ
や
幹
主
体
チ
ッ

プ
な
ど
を
使
用
し
た
検
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
30
㎝

角
の
厚
さ
4
㎝
で
製
作
し
ま
し
た
。

　

弾
力
性
試
験
に
お
い
て
は
、
人
工
芝
や
ゴ
ム

チ
ッ
プ
舗
装
程
度
の
弾
力
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、

歩
行
者
用
の
舗
装
材
と
し
て
の
適
用
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

今
後
は
実
用
試
験
を
行
う
な
ど
、
幅
広
く
、

剪
定
枝
チ
ッ
プ
の
有
効
活
用
を
目
指
し
て
調
査

研
究
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　
昨
年
9
月
6
日
に
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
が
発
生
し
た
後
の
、
ご

み
の
収
集
状
況
等
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
の
対
応

　

平
成
30
年
9
月
6
日
午
前
3
時
7
分
に
発

生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
最
大
震
度

7
）
か
ら
、
3
月
で
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

札
幌
市
内
で
も
震
度
6
弱
が
観
測
さ
れ
、
地

震
発
生
後
、
北
海
道
全
域
で
停
電
と
な
り
、
道

路
の
信
号
機
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
灯
し
、
公

共
交
通
網
が
麻
痺
し
た
状
況
で
し
た
。

　

当
公
社
の
事
務
所
も
停
電
と
な
り
、
電
話
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
し
、
水
道

や
ト
イ
レ
も
使
用
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、

朝
早
く
か
ら
出
勤
で
き
る
職
員
が
徒
歩
等
に
よ

り
集
ま
り
、
札
幌
市
や
関
係
先
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
情
報
収
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ご
み
収
集
車
は
、
運
転
手
や
作

業
員
の
出
勤
状
況
か
ら
、
通
常
時
の
稼
働
台
数

の
約
4
割
の
車
両
が
走
行
で
き
る
こ
と
、
市
内

3
ケ
所
あ
る
清
掃
工
場
の
う
ち
、
発
寒
清
掃
工

場
が
搬
入
可
能
で
あ
る
こ
と
（
1
ケ
所
は
定
期

整
備
期
間
中
で
受
入
停
止
）
を
踏
ま
え
て
、
安

　
札
幌
市
環
境
事
業
公
社
が
調
査

啓
発
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
調
査
研
究
に

つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。

剪
定
枝
チ
ッ
プ
の

需
要
に
関
す
る
調
査

　

公
社
で
は
、
篠
路
破
砕
工
場
敷
地
内
に
お
い

て
、
剪
定
枝
等
処
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

年
、
7
千
ト
ン
以
上
の
街
路
樹
等
の
剪
定
枝
や

幹
・
伐
根
を
受
入
れ
て
、
破
砕
処
理
を
行
い
、

6
、5
0
0
ト
ン
以
上
を
剪
定
枝
チ
ッ
プ
と
し
て

生
産
し
、
堆
肥
原
料
・
畜
舎
の
敷
き
わ
ら
・
木

質
燃
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

全
を
最
優
先
に
収
集
可
能
な
多
量
排
出
事
業
所

を
中
心
に
可
能
な
限
り
の
ご
み
収
集
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
収
集
現
場
か
ら
は
無
線
等
で

東
区
や
清
田
区
の
一
部
で
道
路
が
陥
没
し
て
い

る
場
所
が
あ
る
な
ど
の
情
報
が
刻
々
と
寄
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

燃
料
確
保
へ
の
対
応

　

6
日
の
夕
方
に
は
、
当
公
社
の
事
務
所
の
あ

る
札
幌
市
内
都
心
部
を
中
心
に
電
力
が
復
旧
し

ま
し
た
が
、
次
に
発
生
し
た
問
題
は
、
ご
み
収

な
が
ら
年
間
計
画
に
基
づ
き
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
造
成
工
事
の
増
加
や
台
風
な
ど
に

よ
る
倒
木
の
大
量
発
生
な
ど
、
当
初
の
計
画
以

上
に
受
入
量
が
増
加
し
た
場
合
な
ど
は
緊
急

に
、
出
荷
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
る
た
め
、
平
成
29

年
度
に
札
幌
近
郊
の
剪
定
枝
チ
ッ
プ
の
需
要
調

査
を
行
い
、
公
社
が
生
産
す
る
チ
ッ
プ
に
興
味

を
示
す
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
や
舗
装
関
連

事
業
者
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
し
、
今
後

の
取
引
の
た
め
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

有
効
利
用
の
た
め
の

舗
装
材
サ
ン
プ
ル
の
製
作

　

今
年
度
は
、
有
効
利
用
の
調
査
と
し
て
、
ウ
ッ

凍
・
冷
蔵
食
品
や
乳
製
品
な
ど
多
量
の
食
品
廃

棄
物
が
一
度
に
排
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
朝
7
時
か
ら
収
集
を
開
始
し
、

通
常
稼
働
時
の
3
割
の
台
数
を
増
車
し
て
対
応

に
当
り
ま
し
た
が
、
夜
7
時
過
ぎ
ま
で
収
集
作

業
は
続
き
、
約
1
、4
0
0
ト
ン
の
ご
み
を
清
掃

工
場
等
の
処
理
施
設
へ
搬
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
量
は
、
1
日
の
搬
入
量
と
し
て
は
、
過

去
最
大
で
、
通
常
の
土
曜
日
の
約
3
倍
に
当
り

ま
す
。

　

今
回
の
対
応
で
は
、「
こ
ん
な
時
に
も
ご
み
を

収
集
し
て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
る
」
な
ど
、
励
ま

し
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
収
集
作

業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ご
み
が
収
集
で
き
ず
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

事
業
所
も
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
使
命
感
を
も
っ
て
、
ご
み
の
収
集
運

搬
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東 15丁目・屯田通の道路陥没

清田区の液状化現象

通常チップ 幹主体チップ

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

ご
み
収
集
を
振
り
返
っ
て

公
社
事
業
紹
介

清掃工場への搬入風景

公社の剪定枝チップ

■受入量　　■出荷量

（単位：t）
10,000

7,500

5,000

2,500

0
平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

9,090

7,991 8,057
7,018

7,614
6,767

8,551
7,672

《チップ工場　処理実績》

施設概要
施設所有者：札幌市
施設名称　：（一財）札幌市環境事業公社　チップ工場

TEL 011-791-6770 FAX 011-791-6771
所在地　　： 札幌市北区篠路町福移 153 番地  

（篠路破砕工場敷地内）
受入する基準：
　 　街路樹などから発生した剪定枝及び幹や伐根のうち

次のもの
　　1． 幹は直径 80cm 以下で、長さが 2m 以内の樹木  

（剪定枝等）
　　2． 根は最大寸法（直径・長さ）が 1m 以内の土を落

としたもの
　　3． リサイクルに適したもの  

（毒のある樹木、刈草・葉等は不可）
　　※基準を超える樹木の搬入は事前にご相談ください。
受入料金　：10kg につき123.1円（消費税込）

　チップ工場は、主に良質な建設系の廃木材を再
利用しパーティクルボード（集成材）の原料を生
産するための工場として、札幌市が昭和 63 年に
建設しました。
　その後、「廃木材チップ化事業」として運営を行っ
ていましたが、平成 16 年以降、当施設への搬入
量が激減したため、平成 19 年 3 月に事業を廃止
し完全休業となっていました。
　平成 20 年 9 月、札幌市リサイクル団地内で剪
定枝等処理事業を行っていた㈱札幌リサイクル公
社の廃業が決まり、札幌市からの要請で剪定枝
処理事業を引く継ぐことになった当公社が、札幌
市が所有する施設を借受けて、再びチップ工場を

「剪定枝等処理施設」として稼動させ、現在に至っ
ています。
　剪定枝チップは、1トンあたり515 円（消費税込・
当施設渡し）で販売しております。個人販売も受
付けておりますので、ご要望がございましたら、お
気軽にお問い合わせ下さい。

施設
紹介

チップ工場

剪定枝チップ舗装サンプルの作成状況
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集
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。
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や
関
係
先
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
情
報
収
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ご
み
収
集
車
は
、
運
転
手
や
作

業
員
の
出
勤
状
況
か
ら
、
通
常
時
の
稼
働
台
数

の
約
4
割
の
車
両
が
走
行
で
き
る
こ
と
、
市
内

3
ケ
所
あ
る
清
掃
工
場
の
う
ち
、
発
寒
清
掃
工

場
が
搬
入
可
能
で
あ
る
こ
と
（
1
ケ
所
は
定
期

整
備
期
間
中
で
受
入
停
止
）
を
踏
ま
え
て
、
安

　
札
幌
市
環
境
事
業
公
社
が
調
査

啓
発
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
調
査
研
究
に

つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。

剪
定
枝
チ
ッ
プ
の

需
要
に
関
す
る
調
査

　

公
社
で
は
、
篠
路
破
砕
工
場
敷
地
内
に
お
い

て
、
剪
定
枝
等
処
理
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

年
、
7
千
ト
ン
以
上
の
街
路
樹
等
の
剪
定
枝
や

幹
・
伐
根
を
受
入
れ
て
、
破
砕
処
理
を
行
い
、

6
、5
0
0
ト
ン
以
上
を
剪
定
枝
チ
ッ
プ
と
し
て

生
産
し
、
堆
肥
原
料
・
畜
舎
の
敷
き
わ
ら
・
木

質
燃
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

全
を
最
優
先
に
収
集
可
能
な
多
量
排
出
事
業
所

を
中
心
に
可
能
な
限
り
の
ご
み
収
集
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
収
集
現
場
か
ら
は
無
線
等
で

東
区
や
清
田
区
の
一
部
で
道
路
が
陥
没
し
て
い

る
場
所
が
あ
る
な
ど
の
情
報
が
刻
々
と
寄
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

燃
料
確
保
へ
の
対
応

　

6
日
の
夕
方
に
は
、
当
公
社
の
事
務
所
の
あ

る
札
幌
市
内
都
心
部
を
中
心
に
電
力
が
復
旧
し

ま
し
た
が
、
次
に
発
生
し
た
問
題
は
、
ご
み
収

な
が
ら
年
間
計
画
に
基
づ
き
運
営
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
造
成
工
事
の
増
加
や
台
風
な
ど
に

よ
る
倒
木
の
大
量
発
生
な
ど
、
当
初
の
計
画
以

上
に
受
入
量
が
増
加
し
た
場
合
な
ど
は
緊
急

に
、
出
荷
を
増
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
る
た
め
、
平
成
29

年
度
に
札
幌
近
郊
の
剪
定
枝
チ
ッ
プ
の
需
要
調

査
を
行
い
、
公
社
が
生
産
す
る
チ
ッ
プ
に
興
味

を
示
す
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
や
舗
装
関
連

事
業
者
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
し
、
今
後

の
取
引
の
た
め
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

有
効
利
用
の
た
め
の

舗
装
材
サ
ン
プ
ル
の
製
作

　

今
年
度
は
、
有
効
利
用
の
調
査
と
し
て
、
ウ
ッ

凍
・
冷
蔵
食
品
や
乳
製
品
な
ど
多
量
の
食
品
廃

棄
物
が
一
度
に
排
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
朝
7
時
か
ら
収
集
を
開
始
し
、

通
常
稼
働
時
の
3
割
の
台
数
を
増
車
し
て
対
応

に
当
り
ま
し
た
が
、
夜
7
時
過
ぎ
ま
で
収
集
作

業
は
続
き
、
約
1
、4
0
0
ト
ン
の
ご
み
を
清
掃

工
場
等
の
処
理
施
設
へ
搬
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
量
は
、
1
日
の
搬
入
量
と
し
て
は
、
過

去
最
大
で
、
通
常
の
土
曜
日
の
約
3
倍
に
当
り

ま
す
。

　

今
回
の
対
応
で
は
、「
こ
ん
な
時
に
も
ご
み
を

収
集
し
て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
る
」
な
ど
、
励
ま

し
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
収
集
作

業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ご
み
が
収
集
で
き
ず
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

事
業
所
も
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
使
命
感
を
も
っ
て
、
ご
み
の
収
集
運

搬
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東 15丁目・屯田通の道路陥没

清田区の液状化現象

通常チップ 幹主体チップ

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

ご
み
収
集
を
振
り
返
っ
て

公
社
事
業
紹
介

清掃工場への搬入風景

公社の剪定枝チップ

■受入量　　■出荷量

（単位：t）
10,000

7,500

5,000

2,500

0
平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

9,090

7,991 8,057
7,018

7,614
6,767

8,551
7,672

《チップ工場　処理実績》

施設概要
施設所有者：札幌市
施設名称　：（一財）札幌市環境事業公社　チップ工場

TEL 011-791-6770 FAX 011-791-6771
所在地　　： 札幌市北区篠路町福移 153 番地  

（篠路破砕工場敷地内）
受入する基準：
　 　街路樹などから発生した剪定枝及び幹や伐根のうち

次のもの
　　1． 幹は直径 80cm 以下で、長さが 2m 以内の樹木  

（剪定枝等）
　　2． 根は最大寸法（直径・長さ）が 1m 以内の土を落

としたもの
　　3． リサイクルに適したもの  

（毒のある樹木、刈草・葉等は不可）
　　※基準を超える樹木の搬入は事前にご相談ください。
受入料金　：10kg につき123.1円（消費税込）

　チップ工場は、主に良質な建設系の廃木材を再
利用しパーティクルボード（集成材）の原料を生
産するための工場として、札幌市が昭和 63 年に
建設しました。
　その後、「廃木材チップ化事業」として運営を行っ
ていましたが、平成 16 年以降、当施設への搬入
量が激減したため、平成 19 年 3 月に事業を廃止
し完全休業となっていました。
　平成 20 年 9 月、札幌市リサイクル団地内で剪
定枝等処理事業を行っていた㈱札幌リサイクル公
社の廃業が決まり、札幌市からの要請で剪定枝
処理事業を引く継ぐことになった当公社が、札幌
市が所有する施設を借受けて、再びチップ工場を

「剪定枝等処理施設」として稼動させ、現在に至っ
ています。
　剪定枝チップは、1トンあたり515 円（消費税込・
当施設渡し）で販売しております。個人販売も受
付けておりますので、ご要望がございましたら、お
気軽にお問い合わせ下さい。

施設
紹介

チップ工場

剪定枝チップ舗装サンプルの作成状況
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この情報誌は再生紙を使用しています。

アンパス

フランス語で「一歩」の造語。一歩一歩お客様との絆を深め、
ともに環境への理解を深めるという意味を込めました。

（一財）札幌市環境事業公社 情報誌

今号は、北海道胆振東部地震発生時のごみの収集状況と、公社事業として行っている調査研究、WEB サポートサー
ビスの開始についてのお知らせを掲載しています。
本誌に対する皆さんのご意見等がございましたら、ぜひお寄せください。

「アンパス」第 17 号をお届けいたします。

平成31年3月発行

編集・発行／一般財団法人札幌市環境事業公社
	 札幌市中央区北1条東1丁目　サン経成ビル

●本誌に関するご意見、ご要望等
　　電話 219−2053　FAX 219−0882
●事業系一般廃棄物の収集全般に関すること
　　電話 219−5353　FAX 219−0053

http://www.kankyou-sapporo.jp

　当公社では「ID・パスワードを用いたログイン方式による顧客情報サービス（WEB サポー
トサービス）」による「収集実績一覧」の情報提供を開始しました。

【WEB サポートサービスの特徴】
・ID とパスワードによるログイン方式を採用。

・公社ホームページの専用バナーから簡単にアクセス。

・ダウンロード形式は PDF とエクセルの 2 種類から選択。

・エクセル形式を選べば、収集実績一覧を編集すること

  が可能。

　WEB サポートサービスによる年間収集実績のご利用条件は、公社と契約している事業所で
札幌市に「廃棄物減量計画書」を提出する目的であればお申込みが可能です。詳細は電話で
お問い合せください。

第17号
お知らせ ～WEBサポートサービスの開始について～　「年間収集実績の提供」

お問い合わせ先　札幌市環境事業公社業務部　営業課　　☎（011）219-5353

今回号をもって廃刊いたします。
　このたび、当公社の情報誌「un-pas」を今回発行の

第17号をもちまして廃刊いたします。

　「un-pas」のタイトルは、フランス語で「一歩」とい

う意味で、その名の通り、お客様と当公社との間の「掛

け橋」の役割を「一歩・一歩」果たすことで、「信頼」

の礎になることの希望を込めて名付けたものです。

　この情報誌により、廃棄物の分別・リサイクルの推進、

地球環境への貢献など幅広く普及啓発をするとともに、

質の高い事業を展開することの一助となることを期待

し、平成15年から発行して参りました。

　発行開始から 16年間が経過しましたが、SNSなど

インターネットの普及で情報を素早く得ることができる

ようになりましたので、これを機に、郵送による紙面

での情報提供を見直して、より多くの情報を発信する

ために、当公社のホームページを利用して、廃棄物に

関する情報提供を続けていきたいと考えております。

　今後とも地域及び地球の環境保全の担い手としての

強い自覚を持ち、お客様に信頼され、満足していただ

けるサービスを提供していく所存ですので、当公社の

事業に引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。

一般財団法人　札幌市環境事業公社

理事長　　浦　屋　　謙


